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ヴェ ー ダ 祭 式 Upavasatha と 
仏教 Uposatha [ 布 際 」 : 梗概 


阪本 (後藤 ) 純子 


1. 月 が 完全 に 姿 を 消す 「 間 」 お よび , 満月 に な る 「 望 ] に , 欲望 を 節制 し て 祭 
火 の も と で 夜 を 過ごし (z-vs,。 ウ aesg7 が 4)。 器 朝 , 新 月 祭 な いし 満月 祭 を 行う こ 
と は ヴェ ー ダ 祭 式 の 基本 で あり , シュ ラウ タ 祭 と 家庭 祭 の 両方 で 行わ れ た . 整備 
され た 祭 式 体系 で は , 本 祭 前 日 早朝 か ら 典 朝 まで の 全体 が Upavasatha と 呼ば れ 
る が , 本 来 は , 日 没 か ら 日 の 出 まで の 行為 で も ある. その 際 , 「 食 の 節制 」 が 重要 
な 役割 を 果たし , 動 調 め z-ws は 既に プラ ー フ マナ 文献 で 「 食 べ な い , 断食 す 
る | の 意味 で 用 いら れる . 期 望 (きら に 上 弦 ・ 下 束 半月 ) に 際 し , 特別 な 戒 を 守り 
禁欲 し て 夜 を 過ごす こと は , BC. 5 世紀 項 の 民衆 の 生活 に 深く 根付 いて いた よう 
で あり , ヴェ ー ダ 祭 式 を 償 定 し た 仏教 や ジャ イナ 教 に も 取り 入れ られ , 出家 者 お 
よび 在家 信者 に 実践 され た : Pali os が 2-/posg7g-, BHS osgg7g-/posg の 2-。 Ameg 
posg が g-, 漢 訳 仏典 「 布 薩 ]. 仏教 出家 僧 団 の Uposatha は 新 満月 祭 Upavasatha を 継 
承 し て 彰 望 の 夜 に 行わ れ , 戒律 条項 Paiimokkha (BHS Pramoksa 「 波 提 木 又 ]) を 朗 
唱 し 潔白 を 確認 する 儀礼 で ある . 在家 信者 の Uposatha は 期 望 日 に 加え 半月 の 第 8 

日 に も 行わ れ , 八 齋 戒 を 遵守 する が , 特に 「 断 食 ] が 重視 され た こと が ジャ ー タ 
カ な どか ら 狼 える . Upavastha と Uposatha の 比較 は , バラ モン 教 と 仏教 と の 関係 
を 解明 する 上 で ひと つの 重要 な 視点 と な ろう . また 「 断 食 」 の 問題 は , 祭 主 の 
| 責務 」 yzz- と 仏教 在家 信者 の 「 戒 ] 記 z-/sg- を 理解 する 鍵 と な ろう . 


2. 祭 式 の 背景 : 古代 イン ド (放牧 に 基づく 社会 ) の 日 常 と 歴 

21. 放牧 移住 生活 で は , 食事 の 主体 が 家畜 の 乳 (加工 品 ) と 肉 (加工 品 ) で ある . 
食事 回 数 は 古く か ら 朝 夕 2 回 と され る (AV VI 10.21: SB II 42.3: TB I 4.92). 食事 の 
前 , 早朝 (日 出前 後 ) zz な と 夕 (日 没 前 後 ) szyZ, に , 搾り た て の 牛乳 を 加熱 し 
て 祭 火 に 献 供 する の が Agnihora で あり , 祭 火 設 上 間 才 の の 要 あら 控 
乳 は Asnihotra と 食事 の 前 ,. すなわち 日 出前 と 日 没 前 に 行わ れ , その 間 , 昼間 は 
村落 外 (荒野 zzg-) の 牧草 地 (sy-) に 放牧 され , 夜間 は 村落 内 な いし 近辺 の 
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牧草 地 に 開い 込ま れる の が 基本 で ある が , 季節 ・ 地 域 ・ 時 代 等 の 諸 条 件 に よる 変 
動 す る と 推測 され る , e.s. AB II 18.14 ( 邊 た ち は 夜 sosxz- に , 真昼 は sgzggyzzz- [注釈 
%- | 小屋 」] に ) : TSP VII 531 (1 日 3 回 搾乳 ) : TBP T 4.92 (1 日 3 回 太 妨 7。 szgovg- 
[2.2.], sy に 食 を 求め て 牧 地 移動 ). 

2.2. 雌牛 の 母乳 分 泌 に は 「 仔 和牛 が 吸う , 仔牛 を 見 る , 嘆 ぐ 」 等 の 刺激 が 必要 で 
あり , 搾乳 に は 母 生 と 仔牛 を 繋ぐ 綱 と 柱 を 用 いる (SB-M XI31l-K 142.JBT19 cf 
阪本 2008). 搾乳 方 法 は 古代 エジプト ・ メ ソ ポ タ ミ ア や 現代 モン ゴル と 共通 する : 
仔牛 を 母 生 に 近づけ 催 乳 する : 仔牛 を 引き 離し , 人 が 必要 量 を 搾乳 後 , 仔牛 に 母 
生か ら 乳 を 飲ま せ 引 き 離 す . 仔牛 と 母 邊 は 初 乳 期 間 (TB' mi13 生 後 10 日 間 ) を と 
も に 過ごし 自由 に 母乳 を 飲む が , それ 以降 は 昼夜 と も に 隔離 され , 搾乳 時 の み 催 
乳 の た め 一 緒 に され る . 1 日 1 回 , 朝 の 搾乳 か ら Samgava まで , 仔 和牛 は 母 邊 と 過 
ご し 乳 を 十分 飲む (TB locci0. sgzggvg- | 和牛 が 集合 する (し て いる ) こと (時 )] は 
一 般 に 「 午 前 ] の 意味 で 用 いら れる が (AV IX 646, MS IV 21:34.6, TB" 1 4.92, SB IL 
239), | 放牧 の た め に 和牛 た ち を 集め る 時 ] を 指す と 理解 され る (一 21.3.5B). 西村 
p27 n.22,p.86, n.301 「 朝 , 挫 乱 の た め に 生 た ち が 一 箇所 に 集め られ る 行為 」 (ct RV 
V 763 Sayana 計 ) は 上 記 TB と 整合 し な い . 仔牛 が szzgze- ま で 飲 乳 し た 後 は , 乳 
が 洞 れ て 搾乳 が 困難 と な る . 

2.3. 新 月 祭 Samnayya 献 供 で は , 夕 に 搾っ た 乳 を gz 「 酸 乳 ] に 活 固 させ , 翌 
朝 に 搾っ た 生乳 を 加熱 し , その 混合 を 献 供 する が , SB I 71.10 (ApSS I 111. BharSS 1 
119 ManvSSI138) は Agnihotra に 尊 物 水 煮 yyyzs た を 献 供 し た 後 Samnayya 用 に 挫 乳 
する と 規定 する . 時 YV に は 言及 が な く 通 例 の Asnihotra が 予期 され る . 

24. 古代 イン ド の 暦 は 太陽 太陰 暦 で あり , 月 の 形 に より 日 を 識別 する た め , 「 日 
没 か ら 日 没 ま で ( 夜 と 昼 )] が 1 暦 日 で ある ( 例 zygy み 「 期 の 夜 と 後続 する 昼 」). し 
か し 生活 に 便利 な 「 日 出 か ら 日 出 まで ( 呈 と 夜 )] を 1 礎 日 と する 暦法 も 併用 さ 
れ , ヴェ ー ダ 後期 に は 一 般 化 する (ct Sakamoto-Gote). 1 背 望 月 は 平均 約 29.5 太 陽 
日 で ある か ら , 基 / 望 の 起こ る 時 刻 は 毎月 ずれ る . 期 / 望 が 恒 間 に 起 こる と , 前 後 
の 夜 の どちら が 薄 / 望 か 決定 が 困難 で あり , 期 / 望 は 各 2 夜 ある と いう 理論 が 形成 
され る (ご 3.5C). また , 30 日 か ら 成 る 大 の 月 と 29 日 か ら 成 る 小 の 月 が 交 共 し , 
小 の 月 の 後半 月 pzks4- は 14 日 間 の み で ある . 新 月 満月 祭 の 開催 時 は gy2sy み - 
4z7 が た )「 其 の 夜 ] な いし pggg-「 満 月 の 夜 ] (>zzzzgsg-「 満 月)) と 規定 さ 
れる が , 仏教 の Uposatha は 半月 の 日 付 で 表示 され , 出家 者 は 第 15 日 また は 14 
日 , 在家 信者 は 第 8・14・15 日 と され る . 在家 信者 の 場合 , 14 日 と 15 日 と の 関 
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係 が 不明 瞳 で ある (一 43.). 他方 , 12 壮 望月 ( 約 354 太 陽 日 ) と 1 太陽 年 ( 約 365 太 
陽 日 ) と の 差 が 毎年 約 11 日 生じ る . この 期間 . すなわち 年 末 の 11 日 間 (2 夜 ) は 
ブラ ー フ マナ で は 「 第 13 月 | な いし め zzzgsg-「 関 月 ] と され , Caturmasya 祭 最後 
の Sunasiriya が 行わ れる . 仏教 在家 信者 Uposatha の pg の pgpgK が g-|「 特別 な 半 
月 | (通称 「 神 変 月 ]) Suttanipata 402 も この 期間 を 指す 可能 性 が 高い (52.. 


3. 新 月 満月 祭 Upavasatha に お ける 祭 主 の Vrata と 断食 
31. 動詞 必 g-wsg- 太 名詞 zugsg7 が 6 は 「[ 祭 火 の ] も と で (ez) 夜 を 過ごす 
Gy 」 (一 こと 」), 特に 期 望 の 夜 , 新 月 満月 祭 の 祭 主 と し て の Vrata | 責務 」 開始 
を 祭 火 に 宣 暫 し , その 資 務 を 遵守 し 禁欲 し て 夜 を 過ごす こと を 意味 する (…1). 
し か し 日 流 か ら 1 日 が 始ま る 古い 暦法 か ら , 日 出 か ら 始ま る 新しい 暦法 へ の 移行 
に 伴い , Upavasatha の 意味 が | 日 肖 か ら 日 出 ま で の 祭 式 行為 ] か ら 「 本 祭 前 日 の 
日 出 か ら 次 の 日 出 まで の 祭 式 行為 ] へ と 拡大 する (一 35)). 
祭 式 は , 祭 主 が 神々 の 一 員 と し て , 神々 を 招き 供物 と 讃 辞 で 響 応 す る 行為 で あ 
る . 祭 主 の | 責務 ] Vrata は 祭 式 に より 相違 する が , その 中 核 は , 神々 の 一 員 と 
し て 人 間 的 欲望 を 一 時 停止 する こと で ある . 具体 的 に は , | 食欲 」 | 性 欲 」「 膝 眠 」 
「 虚言 」 等 の 抑制 で ある が , Upavasatha で は 特に 「 断 食 ] が 重要 な 役割 を は た す . 
稀 な 例 (一 36. GobhilaGS I ee6) を 除き 「 不 眠 , 覚醒 ] は 重視 され な い (Amano pl61. 
n138.p.311.n1009 の g-ws "im wachsamen Abwarten ibernachten” は 適切 で な い ). 

ge-vey の 語義 は 上 記 原 義 か ら | 禁欲 する 」 (MSP 1 87:1264-6, cE Amano locecit: 
SankhSS I 31), さら に 「[ (特定 の 食物 を ) 食べ な い 」 「 断 食す る 」 に 発展 する : TSPI 
673 y47 gy が pgv の yg が | も し 村落 に 属す る も の を 食べ な いな ら ば ]」sApSS IV 
36: の g-vgsg- | 断食] : AsSS I 10.2 (注釈 [1 日 1 食 ] 一 36) 

祭 主 の Vrata の 中 核 に 「 断 食 ] を 置く 黒 YV に 対し , 祭 主 の Vrata は | 真実 
(sy を ) を 語る こと |」 で ある と いう Yajiavalkya の 革新 的 思想 が SB 冒頭 I 1L1-11 
に 宮 言 され る (阪本 2015 印 仏 研 学術 大 会 発表 ).、 し か し , ヴェ ー ダ 後期 に は 祭 式 を 
和 定 し 苦行 を 重視 する 傾向 が 強まり , |「 断 食 ] の 重要 性 は むし ろ 強 まる . 

3.2. 黒 YV 古 層 散 文 に は 「 王 族 の Agnihotra 禁止 規定 ] (cf 阪本 2005) が 残る : 
KSP VI 6:36,1-2 (= KpS『' IV 57: 5112-14: s MSP TI 87:126.18-1271: MS 1 610:103.2-4: cf ManSS I 


61.54: HirSS IT 719) カ ヵ 4 77 の yy の 77777 の 7G77 の 5! gV72 の の 7 yg 77. 7 が 77 7 Dc の yg た 


gz77G7s777 CG 7g777 7 の vgyyG7 が 7 Cg 7 7e 7 ygfg77 gop の が . | 王族 の 者 に は 


Agnihotra が な い . 彼 は yzzz-『 祭 主として の 責務 | を 保持 せ ず , 打ち 倒す (殺す ) 
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か ら . 「 祭 主として の 貢 務 』 を 切断 すべ き で は な い . 満月 の 夜 と 間 の 夜 に 
(Agnihorra を ) 献 供 す べ き で ある . その 二 夜 は 「 祭 主として の 貢 務 ] を 守る か ら 」. 

Vrata に 反し て 行動 する 王族 に は 毎日 の Agnihotra を 行う 資格 が な い が , 凌 望 の 
夜 (と 翌日 一 24) だ け は 新 月 満月 祭 の 祭 主 と し て Vrata を 守る の で , その 日 没 と 
日 出 の Agnihotra を 交 供 で きる . Vrata 遵守 が 期 望 の 夜 (と 翌日 ) に 限定 され て い 
る の で , 日 没 の Agnihotra 直前 に , Vrata 開始 を 祭 火 に 宣言 する と 推測 され る . 
3.3. 新 月 祭 の 前 日 午後 に , 祭 主 夫妻 は 祖 霊 た ち へ 団子 を 献 供する (Pindapirryajma/ 
Sraddha). この 祖 霊 祭 と 新 月 祭 の 帰属 関係 は 明瞭 で な い が (cf KaySS IV 128-30), 
祭 主 が 聖 索 を 逆 向 き に か け 祖 霊 の 一 員 と し て 祖 霊 を 祭る こと , 祭 主 の 妻 が 団子 を 
食す こと , ブラ ー フ マナ に お ける 独立 し た 扱い な ど を 考慮 する と , 祖 霊 祭 の 後 , 
すなわち 午後 遅く に , 新 月 祭 の Vrata を 宮 言 し 断食 を 開始 する と 考え られ る . 
34. 祭 主 の Vrata と 断食 の 開始 に 関し , 黒 YV 散文 に 共通 する 定型 表現 が ある : 
MSP 1 4.5:52.13f |「 敷 草 を 持っ て (ggrAsg) 満月 (m zzzsg-) に [人 々 は ] Vrata 
に 近づく (開始 する ax が の の だ , 仔 生 た ち を 伴っ て Gas み ) 期 (の 夜 ) に は . 仔 
年 た ち を [ 母 生 た ちか ら ] 引き 離す 前 に ⑦⑰2 ws が 2 の go7) 家長 夫妻 は 食事 
すべ き で ある (pa) KSP XXXI 15:179f: TSP 1 672 |「 敷 草 を 持っ て (26gr が fs) 
満月 に [人 々 は ] Vrata に 近づく (開始 する ), 仔 生 た ち を 伴っ て (gs み ) 期 (の 
夜 ) に は . これ ら ( 敷 草 と 仔牛 達 ) は これ ら 両 者 (満月 と 期 ) が 出向 く 所 (Zyzzgzg-) 
で ある か ら 」. 祭 火 の 周囲 に は 神々 を 迎え る 座 と し て 新しい 敷 草 が 播き 敷 か れる : 

MSPI4.10:583-5 sKSP XXXTI 7:2518-21 TSPT672t |「 こ の よう に 知っ て いて , 祭 火 
の 側 に [ 敷 草 を ] 撤 き 敷く な ら ば , 明 朝 に 祭 主 と し て 祭 ろ うと し て いる この 者 の 
も と に 諸 神格 は 宿泊 する (か z..ws が の ). ] 

| 敷 草 と 仔牛 達 が 満月 と 期 の 出向 く 所 で ある 」「 敷 草 を 描き 敷く ] と いう 前 後 の 
記述 か ら , 黒 YV 定型 句 の pgzzsg と gfs の は 「 物 の 同伴 を 表す Tnmstr.| で あり , 
「 敷 草刈 り 」 [仔牛 引 離 ] と いう 「 行為] の 「 時 を 表す mstrr.」 で な いこ と は 明白 
で ある . 祭 式 ・ 儀 礼 に 際 し 敷 草 の 東 を 手 に 持つ 風習 は イン ド ・ イ ラン 共通 時 代 に 
遡り , 古代 ペル シャ 美術 に は 草 東 を 手 に 持つ 人 物 像 が 多数 見 られ る (cf Ghirshman 
図 255 祭 火 の 前 で 草 東 を 持つ 王 と 祭 官 , 図 330 祭 火 の 前 で 草 東 を 持つ 王 , 図 370 紐 帯 を 左肩 に 
財 け 右手 に 草 束 を 持つ 人 物 , 図 2466 ア フラ マズ ダー と 王 と 草 東 を 持つ 祭 官 , etc.) 

馬 MA ミッ ト で ある 「 仔 牛 引 離 ] の 時 が 原典 に は 明示 され て いな い 

, 「 期 望 の 夜 を 過ごす 」 と いう Upavasatha の 原義 か ら 「 夕 の 挫 乳 後 の 隔離 ] と 

全 3530 REE 他方 , 新 月 満月 祭 の Vrata 開始 ・ 終 了 儀 礼 は 祭 式 体系 と 
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し て 未 整備 で あり , ソー マ 祭 の Diksa/Apsudiksa/Avabhrtha を 択 伯 す る 傾向 が 強い 
(一 335.D: cf 阪本 2015 印 仏 研 学術 大 会 著 表 ). Diksa も Vrata も 開始 前 の 食事 は 同名 
yg7opgDg- で ある . Diksa の 場合 , 黒 YV 散 文 で は 午後 の 洒 浴 前 後に 食事 する 
(cf 大 島 p58.n99 p75-79 n171). Vrata の 場合 も 同様 に 午後 に 食事 し た 可能 性 が 強 
く , Grhyasutra に 六 跡 が 残る (ー 36.KhadiraGS IT 14). 結論 と し て , 黒 YV 散文 自 
階 で は , 午後 ( 落 に は 祖 霊祭 の 後 ) に Vrata 開始 前 の 食事 を 取り , 夕 の 挫 乳 後 , 母 
生か ら 引 き 離 され た 仔牛 達 を 伴い (また は 敷 草 を 持ち ) 祭 火 に Vrata を 宮 言 し , 日 
没 の Agnihotra を 献 供し , 断食 し て 夜 を 過ごし た と 推測 され る . 

西村 は 当該 箇所 を 数 度 引 用 し 種々 の 可能 性 を 論考 し て いる が , p41-43 に お い 
て 引用 ・ 訳 に 続き 結論 を 示す :「 満 月 祭 の 場合 に は 祭 官 が barhis 利 り に 入る の と 
同時 に , 新 月 祭 の 場合 に は 放牧 の 時 点 で 祭 主 が vrata に 入る と 解釈 し た . … 祭 主 
が yrata に 入る の は 日 中 の 早い 時 間 と 考え る こと に な る . その 場合 に は , pg77zsg 
及び rs の mstr. に 時 の Instr. を 想定 し , 『barhis の 時 と 共に | 即ち 「『barhis 刈 
り に 取り か か る の と 同時 に 』, 『 仔 和牛 達 の 時 と 共に 即ち 『 仔 和牛 達 を 母 生か ら 引 き 
離す 時 に が 意図 され て いた と 解釈 で きる 」]. この 解釈 は Srautasntra, 特に ApSS 
IV 26 に 合致 する が (…33E), 黒 YV 散文 の 原 意 と は 認め が た い . 
3.5. Srautasntra で は , 日 肖 か ら 日 没 ま で を 1 暦 日 と する 歴 か ら , 日 出 か ら 日 出 ま 
で を 1 麻 日 と する 暦 へ の 移行 に 伴い , Upavasatha は 新 月 満月 祭 の 本 祭 前 日 (日 出 か 
ら 翌日 出 ま で ) の 行 作 全体 を 指す よう に な り , Vrata の 開始 も 日 湾 の 少し 前 か ら , 
午前 . さら に 早朝 へ と 前 倒し され る 傾向 が 生じ る . 黒 YV 散文 で は 祭 主 と 祭 官 の 
祭 詞 ・ 行 作 が 別途 に 扱わ れる の に 対し , Srautasutrra で は 実際 の 祭 式 遂行 の た め 
に , 両者 の 行為 の 時 間 的 な 統合 が 図ら れ , 祭 式 行程 が 明示 され る た め , 祭 主 の 
Vrata 開始 宣言 が 何時 か , Vrata 開始 前 の 食事 が 何時 か , 活発 に 議論 され る . 
A) BaudhSS I 1: 11-24 (>ManSS 1 1112) : 祭 主 が Vrata を 開始 し た 後 , 祭 官 が 枝 を 
切断 する (Samnayya 献 供 を する 場合 バル ヒス を 刈る (し な い 場 合 ). 
B) BaudhSS XX 1: 4.9-13 (Dvaidhasnna) : 祭 主 の Vrata 開始 時 刻 に 関す る 諸説 . 
Baudhayana 説 : 1) Samgava (一 2.2.) の 時 : 2) 牝 生 達 の 搾乳 時 : 3) 本 祭 早朝 に 
Pranita 水 導入 の 直前 : 4) 供物 が Vedi の 上 に 据え られ た 時 : Sahki 説 : Samgava 
(っ 22.) の 時 : Aupamanyava 説 : 前 日 早朝 の 祭 火 へ の 棋 木 くべ 足し の 時 . 
C) BaudhSS XXIV 20: 204.6-205.3 (Karmantasnra) : 間 望 と も に 各 2 夜 と する . 仏教 
在家 信者 Uposatha の 第 14 日 と 第 15 日 の 併記 に 関係 する 可能 性 が ある (一 43.). 
D) BaudhSS XXIV 21: 205.10-206.5 (Karmantasatra) : Upavasatha の 日 (aug-sg77ye 
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7 祭 主 は 早朝 Agnihotra の 前 に 新 と Vrata 開始 前 の 食事 (zzzpzzpg-) を 準備 
する : 同 食 を バラ モン に 渡し て か ら 食 す (食べ 残し を 妻 が 食す ) : 寝 吾 禁止: 性交 
禁止 : 髪 頻 剃り と 爪 切り と 洒 浴 ・ 軟 賞 は 自由 で , Diksa に 僚 う . 
E) ApSS IV 2.6 の gz/gsg p 罰 27 の 5e 7G777 7 の 277 が. VofSeyV の の の ん 77eSD の 77 の の 5Y7V77 「 敷 
草 (AMD) と 同時 に , 満月 の 時 に , [ 祭 主 は ] vrata を 開始 する . 仔牛 達 が [ 母 牛 
た ちか ら ]」 引き 離さ れ た 時 に , 新 月 の 夜 に は 」. 34. 西 村 説 と 一 致す る . 

3.6. Grhyasntra に お ける 新 月 満月 祭 Upavasatha 規定 で 注目 きれ る の は , AsSS I 
10.2 め gvgsg ヵ 「 断 食 ] ( 注 kzpojm 「1 日 1 食 : 特別 食 の 後 , 断食 ]) : GobhilaGS 1 
61-12 (特に 6.Inhasa 等 を 語り 覚醒 し て 夜 を 過ごす ) : KhadiraGS II 14 Z ヵ g7Z77e 
sg7vgPgugs77g77 7 の 7 の 7 の 7 | 午後 に , 浴 し た 後 , 夫妻 は Upavasatha 
開始 前 の 食事 を 取る べき で ある .」 Soma 祭 Diksa を 換 條 する と 思わ れる (34.). 


4. 仏教 に お ける Uposatha 「 布 藤 」 

4.1. 仏教 出家 僧 団 の Uposatha 制定 は Vinaya Mahavagga II Uposathakkhandaka (volI 
pl01-136) に 詳説 され る . 他 款 派 の 修行 者 た ち が , 半月 の 第 8・14・15 日 に 集 ま 
り , 人 々 に 説法 し 信者 を 拡大 し て いた : Bimbisara 王 の 進言 に より 世間 は 比丘 達 
に 同様 の 集会 ・ 説 法 を 許し , 更に , 比丘 と 比丘 尼 の Uposatha を 制定 する : 半月 
に 1 度 , 第 15 夜 (また は 第 14 夜 ) すなわち 普 望 の 夜 に , 一 定 地域 の 出家 者 全員 が 
の osg7Zgg7g- | 布 陸 堂 ] に 集まり , 戒律 条項 Paimokkha/Pati* (BHS Praimoksa 「 波 維 
提 木 又 ] : 部 派 に より 相 佑 : Pali 比丘 227 条 , 比丘 尼 311 条 ) を 朗 唱 し , 各 条 に 関し 違反 
の 有無 を 確認 する . 日 常 的 に 出家 者 は 1 日 1 食 (午前 中 に 擬 鉢 と 食事 : 正午 以降 は 断 
食 ) で あり , 性 交 禁 止 で も る か ら , Uposatha 固有 の 禁欲 は な い . 

4.2. 在家 信者 の Uposatha は 半月 の 第 8 夜 ・14 夜 ・15 夜 (の 日 ) と 「 特 別 な 半月 ] 
(Sn 402 ppgK7g-! | 神 変 月 | と 訳 さ れる が [cf 平川 p419f], 12 期 望月 と 1 太陽 年 と の 
差 で ある 「 年 末 の 約 11 日 間 ] を 指す と 推測 され る 一 24.) に 行う . 早朝 か ら 翌 朝 ま で 丸 1 
日 「 八 斎 戒 ] を 守る (cf Sn 400f ggzgkg- の osg7 が g-) | 1. 殺さ ない : 2. 与 えら れ な い 
物 を 取ら な い : 3. 虚言 を 言わ な い : 4. 飲 酒 し な い : 3. 性 的 純潔 : 6. 夜食 ・ 午 後 食 
の 禁止 : 7. 身体 を 装飾 し な い : 8. 大 地 ( 土 問 ) に 寝る . 特に , 正午 以降 の 断食 を 
重視 する . Uposatha の 翌朝 , 出家 者 に 飲食 物 を 響 応 する (ct Sn 403) が , 新 満月 
祭 で の 神々 へ の 献 供 に 対応 する 性 格 を 持つ . Uposatha の 日 に は , 僧院 に 行き 説法 
を 聞く こと が 凌 励 され る (cf sn 153) . 

4.3. 在家 者 の Uposatha は 半月 の 第 8・14・15 日 と され る が , 14 日 と 15 日 の 片方 
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だ け (月 4 回 : 四 齋 日 ) か , 連続 し て 両日 (月 6 回 : 六 齋 日 ) か , 明確 で な い . 労働 
に 従事 する 一 般 在 家 信 者 に は , 連続 2 日 間断 食し 月 6 回 八 斎 戒 を 実行 する こと は 
容易 で は な いと 推測 され る . 大 の 月 30 日 と 小 の 月 29 日 が 交 奉 し , 小 の 後半 月 に 
は 第 15 日 が 無い こと , また 襲 と 望 の 夜 を 確定 する こと が 困難 で あり (一 24), 襲 
望 に 各 2 夜 ある と され た こと (一 35.) か ら , 14 日 と 15 日 と 併記 され て も 実際 に 
は 片方 1 日 だ け 行 い , 月 4 回 「 四 斎 日 | で あっ た 可能 性 が 強い . Uposatha 当日 と 
翌朝 の 出家 僧 団 へ の 供養 を 合わ せ て 2 日 間 と 拡大 解釈 され た 可能 性 も ある . 義光 
の 報告 で は 月 4 回 「4 齋 日 | と され る (cf 平川 p428). Jataka 散文 (Gangamala-ja: 
JaaT44419f: 一 45) に は 「 月 6 日 ] と いう 表現 が ある . 

44. 在家 信者 の Uposatha お よび 修行 者 の 集会 説法 が 半月 の 第 8 夜 (日 ) zz な - 
に も 行わ れる 背景 に は , この 夜 (日 ) も 聖 日 と し て 宗教 活動 が 行わ れ た 伝統 が あ 
る . 祖 霊祭 Astaka な ど 家 庭 祭 を 中 心 と する が , Srauta 祭 に も 六 跡 が あり , 特に 
Ekastaka (Magha 月 黒 半月 第 8 日 ) が 重要 な 役割 を 果たす (cf 阪本 2016 n1471718: TS" IT 
384jE: MSP TV 2.3:254sManvSS IX 5.512f: MSP IV 212:35.20-361 等 ) . 
4.5. 後代 の 在家 信者 の Uposatha が Jataka 過去 物語 (注釈 散文 jataka-Atthavannana) 
か ら 狂 える が , 「 断 食 ] 重視 の 傾向 が 強まり , 早朝 か ら 丸 一 日 の 断食 が 奨励 され 
る : 月 に 6 日 , 早朝 に 断食 前 の 食事 を 取り , 八 斎 戒 を 開始 し , 翌 早 朝 ま で 戒 を 守 
り 断食 する (szkz/-Kzzg- posg が が g- | 完全 な 行為 (の 功徳 ) を 持つ Uposatha」). 午後 , 夕 
な ど 途 中 か ら 開 始 す る と め zZZ7g-Az77g- の osg7g-| 約 半分 の 行為 (の 功徳 ) を 持 
つ Uposathal と な る . 断食 を 守り 続け て 死に 至る と いう 極端 な 例 も 語ら れる (ct 
No.421 Gamgamala-Jataka: Ja-a II 444.17-446.10) . 
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